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NTT グループの最新ソリューションマップ

ここ数年でクラウドは一気に実用化フェーズを迎えまし
た。クラウドファーストやクラウドネイティブという言葉
も良く聞かれるようになっていますが、その背景には、ス
マートフォンや Connected Car のようなエッジ側の進化も
大きく関係しています。日々進化するデバイスへの対応や、
日常的な機能拡充を実現するアジャイル開発環境、エッジ
とクラウドをつなぐネットワークや一気通貫なセキュリテ
ィサービスも必要となっています。NTT データの AO では、
クラウド、ネットワーク、セキュリティを担う各組織が連
携してデジタルビジネスの実現に不可欠な俊敏性と柔軟性

　

NTT データではオファリングの強化として「Advanced 
Outsourcing」（以下、AO）の取り組みを進めています。

これは、コスト削減や効率化を目的とした従来の IT イン
フラ・アウトソーシングではなく、お客様のビジネスイノ
ベーションを実現するため、IT インフラ領域のコンサルテ
ィングからインテグレーション、業務運用までトータルサ
ービスとして提供することを目的としています。

クラウド全盛の時代を迎え、企業のITインフラは新たな課題に直面しています。
情報システムをオンプレに持つべきか、クラウドに持つべきか。
さらにはビジネスのデジタル化が進む中でクラウドの利用は不可避となっており、
様々なデバイスや拠点をつなぐネットワークや情報セキュリティの重要性も増す一方です。
複雑化するITインフラをまとめるＮＴＴデータのAdvanced Outsourcingの取り組みについて紹介します。
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図1　Advanced Outsourcingの概念図
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ルであると評されました。
また、直近では、セキュリティ対策に関する知見と実績

のあるベンダーなどと共同で政府機関の情報システムをク
ラウドに移行する際のセキュリティ対策をまとめたリファ
レンスを発行するなど、各政府機関が安全にクラウドを活
用するための支援なども行っています。

　

こうしたこれまで培ってきた IT インフラ領域のノウハウ
に加え、2018 年 2 月に竣工予定の三鷹データセンター
EAST（図 2 参照）を重要なサービス拠点としていく戦略を
進めていきます。

約 5,600 ラック収容の国内最大級の堅牢で高信頼性を誇
る最新鋭のファシリティ環境に加え、ハイブリット＆マル
チクラウドサービスの提供や、エッジ領域とデータセンタ
ーをつなぐ各種ネットワークサービス、高度なセキュリテ
ィサービスなどを提供していきます。

NTT データは、今後のクラウド時代に向けて様々なレイ
ヤーのプレイヤーが連携しながら、お客様のニーズに合わ
せて最適なサービスを作り上げるエコシステム型のビジネ
スモデルを牽引すべく、その中心となる三鷹データセンタ
ー EAST の建設も着々と進めています。

を併せ持った「クラウドサービスのトータル化」を図
っています（図 1 参照）。

AO ではもう 1 つ特徴的な取り組みがあります。それ
はインフラディレクター（IFD）の派遣を行なうという
ものです。

システム毎にインフラを調達・開発すると、コスト
効率を下げるだけでなく、ガバナンスが効かなくなり
ます。クラウドの普及に伴い、インフラとして管理す
べき領域も広がりを見せており、IT 部門だけでは管理
しきれないほど IT インフラが複雑化してしまうことも
あります。

NTT データの IFD は CIO の参謀役として、お客様先
に常駐することでクラウドやネットワーク、セキュリティも
含めた IT インフラの課題を正確に把握し、お客様のビジネ
ススピードに合わせた対応を行なうことが大きな特徴です。

クラウドベンダー各社は PaaS や SaaS のサービスを加速
的に強化しており、それらを活用して、デジタルビジネス
を早期に立ち上げようという企業が増えています。

NTT データでも、こういった市場変化を捉え、知見や実
績のあるクラウドベンダーとのパートナシップを強化し、
NTT データグループの持つ様々なサービスをラインナップ
した「ハイブリット＆マルチクラウドサービス」と、IT イ
ンフラ環境の提案〜構築〜運用までを行なう「クラウドイ
ンテグレーションサービス」の提供を拡大させています。
その成果として、2016 年 10 月にアマゾン ウェブ サービ
ス（以下、AWS）が提供するパートナープログラム AWS 
Partner Network（以下、APN）の「AWS マネージメント
サービスプログラム（以下、MSP）」の認定を取得すると共に、
11 月 30 日には APN の最上位にあたる「2017 年 AWS プ
レミアコンサルティングパートナー」に認定され、多様な
構成、高信頼・高セキュリティ性を必要とするエンタープ
ライズシステムの構築・運用管理の実績が世界トップレベ
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図2　三鷹データセンター EAST 完成予想図
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